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く①「前夜祭」、②「本祭（諸神への祈り～弓射）」、③「後日祭（頭部の飾り付け～クマ神の送り出

し）」の３つの段階にわかれる。インデックスにあるチセコロカムイへの祈願が本文には無いなど、

部分的に異同がある。

３－１．式次第

① 熊祭り前夜祭式次第 イヨマンデエトコオイキ（p2～）

①-1
御幣の準備 イナウケ（祭壇御幣ヌササンイナウ13本、火の神御幣アペイナウ2本、入口の神御幣アパチヤイ

ナウ2本、家の神御幣チセコロイナウ1本、結び木の神御幣トウスコツニイナウ1本）

①-2
弓と弓矢の準備 エペレアイカル（弓はエリマキの木に桜の皮を巻く、花矢は鷹の羽を付け、矢根はサビタに

アイヌ彫り、牡熊当歳30本、（牡熊2歳2倍の60本）止めの本矢3本5本）

①-3 餅搗き シトウタ（杵歌 ユウタウポポ）

①-4 祭具及供物準備仕上 エペレシケカル

①-5 火の神への祈り アペフチカムイノミ

①-6 熊に餅を与へる エペレシトエレ

①-7 酒宴（歌踊 ウポポ、歌と囃子 ヤイサマ、神謡 カムイユウカラ、神前の舞 タプカラ）

② 熊祭り本祭式次第 イヨマンデ（p22～）

②-1 火の神への祈り アベフチカムイノミ

②-2 家の神への祈り チセコロカムイノミ

②-3

家外に出て神祈り カムイノミ（国及部落神コタンコロカムイ、その土地の神シランバカムイ、武勇の神ホロケ

ウカムイ、幸運の神ヒトウンベカムイ、山の神キムンカムイ、猟の神イソアニカムイ、涯路の神クツコロカムイ、

神事受持の神 ヌサコロカムイ、幸を教へる神 チャツチャクカムイ、危難救ひの神 ウパシチロンノツプカム

イ、水猟の神 カツケウカムイ、水の神 ワツカウシカムイ、結び木の神への祈り トスコツニカムイノミ、子熊に

餅を与へる エペレシト、子熊への祈り エペレノミ、

②-4 子熊に2本の花矢を送る エペレコロアイ、右同時に歌と踊り ウポポ

②-5 止めの本矢を射つ イノソレアイ

②-6 子熊の首を絞める イレクツヌンバニ（イライニ）

②-7 熊を祭壇に祀る

②-8 御馳走供す

②-9 クルミ撒き ニヌムチヤリ

②-10 熊の霊への祈り キムンカムイノミ
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②-11 神前の歌舞 タプカラ、歌と踊り ウポポ、鶴の舞 チカツプウポポ

②-12 弓矢遊び ウコアイアマ

②-13 剣の舞 エムシウポポ

②-14 観衆ある場合の行事終り

②-15 皮剥ぎ前の祈り

②-16 解体

②-17 帰家

②-18 火の神への祈り

②-19 直会

②-20 終り

③ 熊祭り後日祭式次第イヨマンデマラツトオプニ（p78～）

③-1 火の神への祈り アベフチカムイノミ

③-2 熊頭骨を皮より外す ウンメンケ

③-3 頭骨を祀る エペレサパオプニ

③-4 熊の霊を送る祈り オクユクカムイノミ

③-5
歌踊 ウポポ、歌と囃子 ヤイサマ、神話 トウイタツク、神傳 オイナ、神謡 ユウカラ、神前の舞 タプカラ、

鶴の舞 チカツプウポポ

③-6 終り

３－２．祭壇の祭神配置

祭壇上段左から3：コタンコロカムイ、シランパカムイ、ホロケウカムイ、ヒトウンベカムイ、

イソアニカムイ、キムンカムイ、クツコロカムイ

祭壇下段左から：ヌサコロカムイ、チヤツチヤクカムイ、ウパシチロンノツプカムイ、

カツケウカムイ、ワツカウシカムイ

②本祭の後半に、見物客に対して終了を告げる場面がある。この後が儀礼の最も重要な場面だが、

そこは非公開としたようだ。同書中には上記式次第の各場面の写真が収められているが、クマを解体

する場面、頭部を飾り付ける場面の写真がない。儀礼の最終段階の祭壇には、飾り付けられたクマの

頭骨が高く掲げられるが、写真の祭壇にはそれが見えない。あるいは、このクマ送りは殺害のシーン

までを模擬的に行い、その後は別に用意したクマの毛皮などを使って形式的に儀礼を進行したとも考

3 上段の神々は削りかけが長い木幣、下段の神々には削りかけの短い木幣が捧げられている。
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